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石川県済生会金沢病院は病院移転30周年を迎えました

看護部長 越戸 和代

令和６年9月21日に発生した能登半島豪雨災害で被災された皆様に心よりお見舞

い申し上げます。

大雨のニュースで「〇〇年に一度の大雨」という表現を目にしますが、これはデー

タに基づいて統計的に算出された根拠のある数字だそうです。そして、輪島の9月21

日の雨量は、24時間で400ミリを超え、観測史上最大の大雨だったということでした。

私は、この日、珠洲市に滞在していたのですが、尋常でない雨の降り方、道路の冠

水、河川の増水のスピードはこれまで経験のしたことのない光景でした。能登半島だ

けでなく集中豪雨は、各地で発生しており、被害も出ています。公私ともに、日頃の

備え、対策の重要性を強く感じています。

さて、石川県済生会金沢病院は、平成6年の赤土町移転から、この10月で30周年

を迎えました。一般急性期病棟に加え、緩和ケア病棟、回復期リハビリテーション病

棟、地域包括ケア病棟を順次開設し、地域に密着した病院として歩んでまいりました。

11月4日（月・祝）には、病院移転30周年記念イベントを開催します。かなざわピンクリ

ボンプロジェクトによる「メッセージ・マジック2024」や当院職員によるリンパ浮腫相談、

フットケア、骨健康測定などのブース出展、有志によるゴスペル合唱も企画していま

す。皆様のご来院を心よりお待ち申し上げております。

また、令和7年1月には、5回目（2004年病院機能評価認定）となる病院機能評価の

受審を控えています。患者さん中心の医療の推進と良質な医療の実践に向け、病

院全体で課題解決に向け取り組んでいるところです。地域の先生方との連携を密に

し、地域の皆様に信頼される病院であるために、日々精進してまいります。



新任医師紹介

フードバンク活動への参加

８月１４日（水）、緩和ケア病棟で夏祭りが開催されました。

お祭りの屋台をイメージして飾り付けしたデイルームで、

病棟スタッフは法被を着て、患者さんに夏祭りの定番・かき

氷やフランクフルトを始め、見た目も清涼なフルーツゼリー、

梨、人気のフライドポテト、ポップコーンを振る舞いました。

患者さん、そして病棟スタッフからもたくさんの笑顔が見ら

れ、賑やかなイベントとなりました。

緩和ケア病棟（３A病棟） 夏祭り

済生会金沢病院では、夏と冬の年２回、職員

から過剰食品を募り、必要な方々に寄贈する

『フードバンク』活動を行っています。

７月２２日～８月１９日の募集期間に集まった食

品は１５０点になりました。

集まった食品は翌日の８月２０日、認定NPO法

人いしかわフードバンク・ネットへ届けてまいりま

した。この活動で、少しでも安心して暮らすことが

できる地域社会への一助になればと思います。

伊與部 貴大
い よ べ たかひろ

整形外科

１０月より赴任しました整形外科の伊與部（いよべ）です。

股関節、膝関節の痛みにお困りの方は気軽にご相談ください。



慢性腎臓病透析予防チームを立ち上げました

令和６年８月１日に慢性腎臓病透析予防チームを立ち上げました。

慢性腎臓病（CKD）は自覚症状がないまま進行し、悪化すると透析の導入、また、脳卒中や心筋梗塞

を発症する危険が高まります。

腎臓の機能を現状より悪化させないようにするには『生活習慣の改善』と『食事管理』が大切です。当

院の腎臓内科医師、看護師、栄養士が連携し、透析予防の管理や、重症化の予防の指導を行います。

また、当院には糖尿病教室、骨粗しょう症教室の２つの教室が開催されておりますが、対象の患者さん

に腎臓病教室も実施します。

慢性腎臓病に不安を抱える患者さんの力になれるよう、チーム一丸となって取り組んでまいります。

９月１７日（火）、石川県リハビリテーションセンター

４階にて、地域連携の会「私の心づもり 人生会議」

が開催されました。

『人生会議について考えてみよう！』をテーマに龍

澤副院長が講師を務め、ACPについてお話されまし

た。ACP（アドバンス・ケア・プランニング）とは「もしも

の時のために自分が受けたい医療やケアについて

前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取り組

み」です。分かりやすく「人生会議」ともいわれます。

思わぬ事故や病気により、急に自分の思いを伝えら

れなくなることもあります。人である限りいつか来る

「その時」のために、希望する生活、医療やケア等に

ついて前もって考え、意思表示しておくことは自分

だけでなく大切な人の支えにもなります。

当日は地域の方々や関係機関の方々が参加され、

龍澤副院長のお話に真剣に耳を傾けていました。

地域連携の会「私の心づもり 人生会議」 開催



9月１９日

本当にすごい！！ラジオ体操

１級ラジオ体操指導士 笠谷 看護師

9月４日

糖 尿 病 に つ い て

内科 武田 医師

9月２６日

「いつの間にか骨折」を防ぐために、

骨の強さを調べよう

瀧下 放射線技師

なでしこ出前健康講座

ののいちメディカルクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日

9：00～12：00 ● ● ● ● ● ● /

14：00～18：00 ● ● / ● ● / /

休診日・・・水曜午後、土曜午後、日曜、祝日

住 所：〒９２１－８８２２

野々市市矢作４丁目４２番地１の３

Ｔ Ｅ Ｌ ：０７６－２３６－２２１３

診療科名：循環器内科

院長：河合 康幸先生

済生会金沢病院では地域貢献の一環として出前健康講座を行っています。当院の医療スタッフが

講師として、ご依頼をいただいた公民館・町内会等に出向き、「病気」や「ケガ」などに関する情報提

供や、セルフケアに関するレクチャーをしています。

○当クリニックは、本年７月に開院した全９科からなる総合クリニックです。

「患者さまに寄り添った医療」をモットーに、現在８名の専門医が、地域の

クリニック・病院と連携・協力し、地域医療に貢献したいと願っています。

何卒御指導・御鞭撻いただきますようお願い申し上げます。

○当クリニック診療科は以下のとおりです。

内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、糖尿病内科、老年内科、女性内科、

脳神経外科、整形外科

本講座が当院と地域の方々との交流の場となり、さらに当院を

身近に感じてもらうきっかけになればと思います。

参加者の感想

毎日テレビ体操をしているので

手の動き、体のねじり等参考に

なりました。

参加者の感想

糖尿病は他人事だと思っていた

が恐ろしい病気だと分かり今後

気を付けていきたいと思う。

参加者の感想

本年、2回転倒して上腕骨骨折

したので本当に参考になりま

した。


